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　Lévy過程は確率連続性と独立増分性を持つ確率過程である。HuntはLie群及び等質空間
に増分の概念を導入し、Lévy過程を等質空間上に構成した。その後Applebaum[1]は、
正規直交枠束上の確率微分方程式の解を底空間に射影することでLévy過程を一般のリー
マン多様体上に構成した。このようにして得られたLévy過程の大域的性質について様々
な研究がされてきた。この講演では、大域的性質として再帰性と過渡性、既約性を取り上
げる。 
　一般のリーマン多様体上の確率過程が既約性、再帰性、過渡性を持つかを判定すること
は重要な課題である。最近の研究にて、断面曲率が負の定数でpinchされた単連結リーマ
ン多様体（アダマール多様体）上のLévy過程は既約性及び過渡性を持つことが分かった。
本講演では多様体上のLévy過程のradial partの評価を通して、過渡性が示されることを
紹介し、Lévy過程に対応する生成作用素から、爆発時刻の性質が導かれることを示す。 
　以下、講演にて使用する記号を紹介する。 

　 を 次元完備リーマン多様体とし、その断面曲率 が を満たしている
とする。 を一つ固定して距離関数を と定める。 を 上の枠束
とし、 を正規直交枠束とする。 を射影とし、 を から

への線形同型写像と思うことにする。 を 上の正規直交基底とし、 とす
ると、 は 上の正規直交基底となる。 

　各 の水平リフトを とする。このとき は水平基本
ベクトル場と呼ばれる。以上の記号のもと、正規直交枠束上にLévy過程を構成する。

上の水平Lévy過程 は次の確率微分方程式の解として定める。 

 

表記を簡単にするため、アインシュタイン規約を使っている。ただし は爆発時刻であ
る。ここで は 上の積分曲線である。この確率微分方程式の解 を

底空間に射影することで多様体上のLévy過程 を得る。 
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こうして得られたLévy過程のradial partは で表される。Ichihara[8]は がBrown
運動のとき、radial partを調べることで再帰性、過渡性をリーマン多様体の断面曲率及び
Ricci曲率の情報から判定出来ることを示した。この結果を拡張し、 が回転対称Lévy
過程の場合を調べたのが今回の研究テーマである。 
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